
域生活きたのセンターぱお
荒野 耕司(あら
NPO法人地

んの こうじ)さ

名
前
の
途
中
で
、
改

➡

北海道のNPO 法人認証数

1,844法人

(2012年６月末現在)

人N P  O な

アランティボ と
してもら

をしたい人
つなぐ みんなのボランティア情報誌いたい人を

無料

.169
月号9 No
 
1 2年

ご自由に
お持ち帰りください

20

の表紙イラスト今月

子さんにご提供西和 だきました。

表紙のイラスト募集中
いた札幌市在住の大
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者著

み

合

1959年倶知安町生まれ。18年勤務した運送会社を退職後、2002年に「障がいが

ある人も地域で当たり前に働いて暮らそう」と障がいのある人が一般就労を目

指す作業所を設立。障がい者のための２作業所、雑貨屋や食堂、喫茶店など５

店、グループホームや下宿屋４軒、相談支援や地域支援の場を２か所運営する。

Ａ型事業所株式会社コンパス代表取締役。

私には子どもが３人いて、真ん中の子が自閉症です。自閉症と分かった当時は何か特別な対応が必要だ

と考えましたが、子育てを通じて「子ども同士の関わりによる効果」を実感し、「特別なことはいらない。

当たり前の暮らし方でいい」と思えるようになりました。小学校は迷いなく普通学校を選び、当たり前に

通いました。「普通、当たり前に」と言っても学校とのやり取りはいろいろあり、ここには書ききれませ

ん。

そのころ私は大手の運送会社に勤務し、某営業所の所長でした。お中元やお歳暮、引越し、選果作業（果

物を大きさや良し悪しで分ける作業）でアルバイトを雇う機会が多い職場でした。選果作業に、ある高等

養護学校から生徒の実習の申し入れがありました。様々な問題がありお断りしたのですが、「自分の子は

将来働けるだろうか」と考えるようになりました。選果の現場を改めて見ると、大勢の中でてきぱき働け

る人もいれば、そうでない人もいます。ある現場では、そうした特性と作業をまとめ役の人がうまく組

に就

わせることで、いろんな人が一緒に働いていました。別の現場では一人一人の能率がはっきり分かる仕

組みになっていたため、能率の上がらない人を辞めさせるように請負先に言われました。人に仕事を任せ

るのが苦手な私は現場を仕切る中で部下が上手くできないことを何でも抱え込み、行き詰っていました。

会社を辞めることになり、でも同じような仕事をする気になれず、失業保険を頼りに少し勉強することに

しました。

ちょうど札幌で障害者インターナショナル（DPI）の世界大会が開かれる前の年で、障がいを持つ子の

親御さんたちとシンポジウムの企画に取り組んでいて、まだ日本には普及していない「ジョブコーチ」（障

がい者が円滑

、「

労できるよう、本人に寄り添って職場内外の支援環境を整える役割の人）を知りまし

た。息子を８年間育ててきたことで自閉の人と付き合う自信はあったので

海道

彼らが働く道筋作りを仕事

にできないか」と考えるようになりました。

NPO 法人地域生活きたのセンターぱお

代表 荒野 耕司（あらの こうじ）
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障がいがあっても当たり前に地域で暮らす



栄通プラザでは一緒に活動を手伝ってくれる方を募集しています。工作・工芸、家事、雑事な

どで何か得意なものを一つでも持っている人、人と話すのが好きな人、大歓迎です。

を増やし、将来的

札幌には当時100以上の作業所がありましたが、「就労支援」をメインにした所は数えるほどしかあり

ませんでした。そこで2002年、就労支援を行う小規模作業所「地域生活きたのセンターぱお」をメンバー

０人で始めました。福祉の常識では、通いたい人がいるから作業所を作るのですが、私は先ず事業所を

作ってから人を集めるという、福祉以外では当たり前の手順で開設しました。数週間後に一人目のメン

バーさんが通い始め、その後も紆余曲折はありながらも順調にメンバーさんは集まってきました。

作業所を始めて２年後には「今後は作業所をやるのに法人格が必要」というのでNPO法人にしました。

翌年には就労した後の自立生活を目指すためにグループホームを始めました。その翌年「就労支援」を一

つの目玉とした自立支援法が成立し、私たちの事業に追い風が吹きます。早速、私は自立支援法の事業所

として作業所を改組し、積極的に人前に出る飲食店業務などを充実させました。

これからの事業展開の一つは「はちみつ」です。ぱおでは農作業にも取り組んでいますが、開花期に虫

が少ないことに気がつきました。調べると養蜂も減っているようなので自分たちで蜂を飼うことを考え、

先に販路作りとして北海道産のハチミツを一斗缶で仕入れ、小瓶に詰め替えて「ビーちゃんからの贈り

物」というネーミングで売りました。すると、ビルの屋上で蜂を飼い始めていた事業者から瓶詰めの依頼

が来たのです。そこで私たちも蜂を購入し、その事業者に一緒に管理してもらうことにしました。今年は

さらに巣箱

、地域の中にある

には自分たちで蜂を管理できるように経験を積み、ハチミツやハチミツを

使ったお菓子の販売を拡大していきたい、と甘い夢を広げています。

事業展開のもう一つは、誰でも気軽に集まって相談できる場を作ることです。諸外国には精神に障がい

がある人を支援する場「クラブハウス」がありますが日本では充実してなく、親や学校がいつまでもフォ

ローしているため、フォローしきれなくなったところで悲しい事件が起きることもありました。また、制

度がどんなに充実したとしても、普段から集い、一緒に食べたり、活動したり、遊んだりするような関係

がないと敷居が高く、いざという時に深刻な相談ができま

せん。私たちが運営する「地域活動センター栄通プラザ」

（白石区栄通18丁目6-15）は

創り続けていきた

ホッとでき

る場、ちょっとした相談やいいことがあったときに話に来

られる「止まり木」のような場を目指しています。どなた

でもぜひお立ち寄りください。

私は福祉の常識を知らなかったことで、福祉に足りない

ことや、利用者が本当に求めているものを追求することが

できたように思います。これまでも、これからも、必要だ

と感じるものを

年 9 月号2
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いです。

NPO 法人地域生活きたのセンターぱお
札幌市清田区北野 条 丁目 -

ムペー
EL： - -
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募集アボランティ

「はちみつ」での養蜂の様子

「ない」から創ってきた。これまでもこれからも。



「同性の友達が欲しい」「結婚したい」「結婚は考えないが異性の友達が欲しい」「同じ独身

者の気持ちや経験を読みたい」「書いた文が確実に文集に掲載される楽しさを味わいたい」

など、会員それぞれの目的に応じられる仕組みです。独身者同士が緩やかにつながり、同性

異性の友人を作りやすい地域社会の創造を目指しています。
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お独り様会の目的

未婚・離婚・死別で独身の方は、ボラナビ倶楽部が運営する

「お独り様会」に入会しませんか？ ご自身の想いや経験を書

いてお送りください。原稿は匿名で、会員にのみ郵送する文

集に載ります。新しい文集を毎月お送りします。また、会員

だけで集まる「オフ会」を毎月開催しています。



NPO法人ボラナビ倶楽部 連絡先は裏表紙の背側に記載あり。

お独り様会ホームページ http://www.npohokkaido.jp/volunavi/modules/ohitorisama/

◎日時／第２土曜日 12：30～13：00（９月は８日、10月は13日）

◎会場／SMBCコンシューマーファイナンス株式会社プロミス札幌お客様サービスプラザ２階（狸小路４丁目）

地下鉄「大通駅」ポールタウン「狸小路４・５・６・７丁目出口」より徒歩２分。

◎内容／お独り様会の仕組みに関する質疑応答が中心です。独身者が対象です。

◎お申込み／参加をご希望の方は、開催２日前までにボラナビ倶楽部にお知らせください。

説明会に参加しなくても入会できます。

1．お独り様会ホームページの「お申し込みフォーム」から寄稿と同意書、必須事項（※）
を送信（もしくは身近な用紙に記入し、メールや郵送・FAX。同意書は弊社からお送りします)

※必須記載事項／ご自身の想いや経験800字程度、お名前（ふりがな）、郵便番号と住所、電話番号、

(あれば）メールアドレス・FAX番号、生年、性別、未婚・離婚・死別のいずれなのか。

2．年会費２千円をご入金
(口座は当誌裏表紙に記載有。ホームページからクレジットカード決済も可能）

寄稿、同意書、入金を確認する都度、ご連絡は差し上げていません。メールや電話での問い合

わせにはお応えしています。確認した月の翌月上旬（15日まで）に文集をお送りします。

月刊ボラナビ 2012年 9 月号4

お問合せ・お申込み

「お独り様会」説明会

入会の流れ

・北海道新聞 ・毎日新聞 ・朝日新聞

・全国テレビ放送「NHKおはよう日本」

マスコミ紹介歴

会員総数433人（７月末現在）



社会福祉法人札幌この実会・第２この実寮は藻岩山のすそ野にあり、

緑豊かな自然に囲まれた場所に、高齢、重度の知的障がいを持った

方が安心して暮らせるように建てたペンション風の施設です。年齢

が高くても、障がいが重くても、地域の中で普通の暮らしが続けら

れるように、ケアホームで暮らす仲間たちの支援を行っています。

利用者さんのお話し相手、レクリエーション活動への参加、趣味活

動のお相手などをしてくれるボランティアさんを募集します。

●日時／月～金曜日 ： ～ ： の間でご都合のよい時間。

●場所／第 この実寮（札幌市南区北ノ沢 -）

●交通機関／じょうてつバス北の沢線（南 ）山水団地行「北の沢会館前」停留所から徒歩 分、または藻岩山

手線（南 ）道路管理事務所行「道路管理事務所」停留所から徒歩 分。地下鉄南北線「真駒内駅」まで送迎

も可。

●その他／年齢・経験不問。普段着で構いません。まず事前に見学していただき、オリエンテーションで詳しい

お話をします。

●お問合せ／社会福祉法人札幌この実会 第 この実寮 担当：泉谷>

TEL： - - FAX： - - ホームページあり

ホームページの入稿フォームをご利用ください。
※インターネット環境に無い方は、FAXや郵便でお送りください。

締切は毎月25日。次回は９月25日締切で11月号掲載です。

ページ数は増やせないためスペースは限られています。

ホームページ「ボラナビ・サーチ」にも掲載しています。

活動で生じた問題につきましては、当事者間で解決を図ら

れるようお願いいたします。また、万が一の事故やケガに

そなえてボランティア保険への加入を推奨します。

い

月刊ボラナビ 2012

知的障がい者の方々のお話相手や趣味活動のお手伝

9 月号年 5

情 を報 いますお待ちして

平日



入院している子どもとその家族が利用できる滞在施設「ドナルド・マクドナルド・ハウス さっぽろ」で、電話

対応・チェックイン＆アウト業務・ハウス内の清掃や受付・案内など、ハウス運営のサポートをしてくださる方

と、庭の芝をきれいに保つための手入れをしてくださる方（芝キーパー）を募集します。ボランティアは、説明

会に参加された方が対象です。参加申し込み時に、どの活動に関心があるかお知らせください。

●説明会日時／ 月 日～ 日(日～火) ： ～または ： ～（各 時間半程度）のいずれかにご参加くださ

い。

●活動日時／ハウス運営のサポートは、ボランティアさんの都合のあう曜日に 週間に 度、基本 ： ～ ： 、

： ～ ： 、 ： ～ ： の各 時間のうちいずれか（時間帯は相談可）。芝キーパーの曜日・時間は相

談に応じます。

●場所／ドナルド・マクドナルド・ハウス さっぽろ（札幌市手稲区金山 条 丁目 -）

●交通機関／JR「星置駅」より徒歩 分。駐車場あり。

●お問合せ／公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス さっぽろ 担当：荒田>

メール dmh-sapporo＠bell.ocn.ne.jp TEL： - - FAX： - - ホームページあり

入院している子どもと家族のサポートボランティア説明会
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講演>

Hokkaido コミュニティcafe クミアイ 代表 南 ゆき氏
食や文化を通した地域のコミュニティの場として縁を広げることを目的に、2011年７月にHokkaidoコミュ
ニティcafeクミアイを設立。人と人の交流・出会いをつくることや、北海道の食材や安全な食材を使用す
ることを心がける札幌市内のコミュニティカフェ20数店舗が参加している。

ディスカッション（80分)> cafe ドルフィン 須戸 睦子氏

WORLD BOOK CAFÉ 平野 仁氏 cafe 自休自足 代表 南 ゆき氏

一般社団法人プロジェクトデザインセンター 代表理事 加納 尚明氏

■日時：2012年10月14日(日)14：00～16：00

■場所：エルプラザ（男女共同参画センター）３階ホール（札幌市北区北８条西３丁目)

■受講無料 ■定員150名

■お問合せ・お申込み さっぽろ雇用創造協議会

〒060-8611札幌市中央区北１条西２丁目札幌市経済局雇用推進部内

TEL：011-211-2369 FAX：011-218-5072 メール info-sjc＠sapporo-job.jp

ホームページ http://www.sapporo-job.jp/ さっぽろ 雇用 検索

2012年10月１日(月)までにお申込みください。※11月には講座・見学会を予定しています。

9/9
～11

コミュニティ･カフェ経営基礎講座＆講演会
コミュニティカフェをご存知でしょうか。地域のコミュニティの場として、食や
文化を通して縁を広げることを目的としたカフェのことです。「こうしたカフェ
を経営したい、または働きたい」「コミュニティ・カフェについてもっとよく知
りたい」と考える方を対象に、講演会と講座を開催します。



生活介護事業所フルハウスは、心身に重い障がいのある方が日中過ごすスペースです。現在１日２～５人の方が

通っています。ゆったりとした雰囲気の中で、体調に合わせて創作活動や音楽、簡単な調理、レクリェーション、

散歩、健康を維持するための体操などを行なっています。スタッフや看護師さんなどもついていますが、常に介

助の手が不足しています。少しの時間、できる範囲のことで結構ですのでお手伝いいただけると助かります。

●日時／月～金曜日 ： ～ ：

●場所／生活介護事業所フルハウス（札幌市西区西野 条 丁目 - 第 宏友ハイツ 号）

●交通機関／地下鉄東西線「宮の沢駅」より徒歩 分又は JRバス「西野 条 丁目停留所」より徒歩 分、JR

バス「西町北 丁目停留所」より徒歩 分。

●お問合せ／社会福祉法人アンビシャス 生活介護事業所フルハウス 担当：金田>

メール ambi fullhouse＠s-ambi.jp TEL・FAX： - -

チームパディングはWeb制作業務に携わる人々が集う、一般企業を除く法人、社団法人・社会福祉法人・NPO法

人等のWebサイト（ホームページ）を無償で制作・リニューアルを実施するプロジェクトチームです。システム、

アプリ開発は対象外となりますが、ご希望される団体はお気軽にお問い合わせください。事例としてはhttp://

makinium.web.fc2.com/をご参照ください。制作ではCMSを導入予定です。場合により制作をお引き受けできな

いケースがあります。予めご了承ください。同時に活動に興味のあるコピーライターやイラストレーターの方の

ご連絡もお待ちしております。

●お問合せ／Team Padding（チームパディング） 担当：加藤>

メール sakuu ＠yahoo.co.jp（個々の仕事の都合上、お問い合わせはメールにてお願いいたします。一週間経

過しても返事がない場合は再度ご連絡ください）

障がいの重い方たちの日中活動のお手伝い

Web サイト制作の無償ボランティアのご案内
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子育て支援事業を始めて17年目となるNPO法人子育て支援ワーカーズプチトマトは、孤立している親子だけで

なく、障がいのある人もお年寄りも、地域の人みんなが集まれる場所があったらいいなと思い、2009年に「三世

代交流ひろばcafe亜麻人」をオープンしました。これまでの運営は商店街の空き店舗事業として行なっていまし

たが、今年からはプチトマトの独自運営です。お客様からオーダーをとったり、様々な世代の方とお話ししたり、

お子さん連れの方や、お子さんと遊んだりするボランティアをしませんか？ 人と話すのが好きな方、お子さんが

好きな方、地域のコミュニティカフェに興味がある方、年齢は問いません

●日時／月～金曜日 ： ～ ： のうち 時間程度。

●場所／cafe亜麻人（札幌市北区麻生町 丁目 - 高橋ビル 階）

●交通機関／地下鉄南北線「麻生駅」 番出口>から徒歩 分、JR学園都市線「新琴似駅」から徒歩 分。

●その他／交通費として 円お支払いします。

●お問合せ／NPO法人子育て支援ワーカーズプチトマト 担当：喜多>

メール petittomato＠ecnt.net FAX： - - 携帯： - - ホームページあり

NPO法人RSジンジャーが、札幌型協働生活事業として2012年10月に「すけっとハウス」をオープンします。

地域の助けあい支援を目的にする場で、育児中の方、介護中の方、就労を目指している方、そんな方々を応援し

たい方などがどなたでもふらっと立ち寄って、おしゃべりできます。介護や調理、起業のプロや経験者で運営し

ているため、専門機関や病院に問い合わせるほどではないけれど、これらについてちょっぴり聞いてみたい素朴

な疑問やご要望にお応えできます。また、この事業に賛同して、会員やボランティアとして登録してくださる方

も募集します。正会員は総会議決権を有し、運営、介助ボランティア、イベントなどで一緒に活動できます。入

会金千円・年会費３千円。賛助会員は、活動目的に賛同する個人または企業で、入会金なし・個人一口３千円・

団体一口１万円。ボランティアは、利用者さんの要請に応じて活動される方で、登録料はかかりません。ただし、

ボランティアとしてかかわる会員とボランティア登録者は、ボランティア活動保険料500円が別途必要です。

●日時／金曜日を除く毎日 ： ～ ： （ ： ～ ： は昼休み）のなかでご都合のつく時間。

●場所／すけっとハウス（札幌市豊平区平岸 条 丁目）

●お問合せ／NPO法人RSジンジャー すけっとハウス事務局 担当：服部>

メール takareo＠live.jp TEL・FAX： - -

コミュニティカフェでのお手伝い

生活支援事業スペースに遊びに来ませんか～会員募集
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登録ヘルパー募集興味のある方ぜひ
お気軽にご応募ください♪

■資 格：ホームヘルパー２級以上、未経験者大歓迎、35歳以上、夜間は年齢不問で希望者のみ、
運転免許必須、札幌市南区在住の方（周辺の方も応相談）

■勤務時間：応相談 昼間、深夜相談可
■給 与：時給930円（交通費400円。深夜手当などの諸手当有り）
■勤務場所：札幌市南区とその周辺
■応募方法：履歴書を当事務所まで郵送するか、事務所にご連絡ください。

NPO 法人せせらぎ ヘルパーステーションせせらぎ
TEL：011-572-7810 FAX：011-572-7840 〒005-0804北海道札幌市南区川沿4条3丁目4-9フラワーハイム102号

平日

随時

随時



仙台のNPO法人「杜の伝言板ゆるる」は、被災地のNPOの施設流出や倒壊、スタッフや利用者の被災などのほ

か、それらの被害はないものの利用者激減で運営破綻が心配される高齢者や障害者支援事業者であるNPO111団

体に対し、この分野のネットワーク団体と協同で、緊急に活動状況調査を2011年４月に実施しました。各団体の、

支払いは迫る一方なのに事業を再開できない事態に、私たちは該当するNPOへの寄付を募るサイト「復興みや

ぎ」を立ち上げ、被災したNPO法人のための募金活動を行うことにしました。被災して資金が不足している各

NPO法人のページに、これまでの活動状況や被災状況、今後の計画に必要としている目標金額が掲載してあり、

寄付者が応援したい団体を選んで直接NPO法人に寄付できる仕組みです。重要なのは、その団体の情報公開と、

今後の活動報告です。私たちが、それぞれの団体に寄り添って応援して行きますので、どうぞ皆さんも暖かい視

線と募金をよろしくお願いいたします。復興みやぎhttp://www.fukkou-miyagi.jp/html/kihunohouhou/にアク

セスし、記載にしたがって寄付をしてください。

●お問合せ／NPO法人杜の伝言板ゆるる 復興みやぎ

メール npo＠yururu.com TEL： - - FAX： - - ホームページあり

〒 - 宮城県仙台市宮城野区榴岡 - - コーポラス島田Ｂ

科学的なものづくりなどを行っている札幌西少年少女発明クラブでは、インターネットの操作方法から、「スク

ラッチ（オープンソース・ソフトウェア）」を使用したゲームプログラミングの入門程度までを子どもたちに教え

ています。そこで、楽しく安全にインターネットやパソコンを子どもたちが操作できるように指導するボランティ

アを募集します。一番の条件は子どもを大好きなこと。また、スクラッチに興味がある方や、パソコン操作が得

意でゲームプログラミングの経験のある方、高校生や大学生も大歓迎です 簡単な面談があります。まずはお問

い合わせください。

●日時／第 土曜日 ： ～ ：

●場所／特定非営利活動法人とらいわーく（札幌市中央区南 条西 丁目キノシタビル 階）

●交通機関／地下鉄南北線・東西線「大通駅」より徒歩 分。

●その他／交通費として上限 円までお支払いします。

●お問合せ／札幌西少年少女発明クラブ 担当：金城>

携帯： - - メール yume codomo＠yahoo.co.jp ホームページあり

「復興みやぎ」～被災したNPOへの募金をお願いします

子どもにパソコンを指導するボランティア
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A
する特定非営利活動の種類については、これまでの17の活動分野

に加え、新たに「①観光の振興を図る活動」「②農村漁村又は中山

間地域の振興を図る活動」「③その他、法が掲げる活動に準じる活

動として都道府県又は指定都市が条例で定める活動」の３種類の

活動が追加になっています。改正により、より広い分野での非営

利活動が活発化されることが期待されています。

下矢洋貴 弁護士(佐々木総合法律事務所 TEL：011-261-8455)

平成24年４月１日から、改正NPO法（特定非営利活動促

進法）が施行されています。そのなかで、NPO法が規定

する特定非営利活動の種類が追加され

たと聞きましたが、いかなる活動がで

きるようになったのでしょうか。

平成24年４月１日から、NPO

法が改正され、NPO法が規定Q



中村記念南病院は脳神経外科の専門病院で、回復期リハビリ病棟を備えています。昨年３月にオープンした患者

図書室「ライラック」は、患者さん自身やご家族、一般の方が、病気や治療法などについて知見を広めるのに利

用されています。ここで図書の管理、貸出返却業務、患者さんの本探しや図書室利用のサポートなどをお手伝い

してください。

●日時／月～金曜日 ： ～ ： の中でご都合の良い日。

●場所／中村記念南病院（札幌市南区川沿 条 丁目 -）

●交通機関／札幌駅前よりじょうてつバスで「藻岩高校前」または「川沿 条 」下車。

●その他／交通費と昼食を提供いたします。

●お問合せ／医療法人医仁会 中村記念南病院 担当：板東（ばんどう）>

メール m-soumu＠nmh.or.jp TEL： - - FAX： - - ホームページあり

「デイサービスセンター北大通り」では多くのボランティアの方の支援を受けながら、毎日楽しくクラブ活動に取

り組んでいます。その中の一つである音楽クラブの中で、ピアノ演奏をしたり一緒に歌ってくださるボランティ

アの方を募集しております。ご自身の演奏企画を出していただいても構いませんし、既存のクラブ活動の補佐と

して演奏していただく形でも構いません。なお、その他書道、絵画、手工芸などのボランティアも随時募集して

おります。よろしくお願いいたします。

●日時／火・水曜日 ： ～ ：

●場所／札幌市北区北 条西 丁目 -

●交通機関／地下鉄南北線「北 条駅」より徒歩 分。

●その他／交通費一律 円お支払い致します。

●お問合せ／医療法人誠仁会 デイサービスセンター北大通り 担当：笹村>

メール place ＠seijinkai-n.com TEL： - - FAX： - -

病院内の患者図書室ボランティア募集

音楽ボランティア募集
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プロ芸人出前公演
高齢者施設・団体や町内会・お寺・ご自宅の各種
の行事を昨年以上に楽しい企画にしてみませんか
■演目：ナツメロ・国定忠治の一人芝居など。案内資料を郵送します。
■料金：札幌市内であれば、5千円～1万円です(交通費・音響装置代含む）。
※道内各地で「高齢者のためのコンサート」を実現させるために主催者、スポンサーさんを
大募集中 (開催の際は必ず地元の社会福祉協議会または関連団体様の協力をお願いします)

高齢者のためのコンサート実行委員会 皆川>
TEL・FAX：011-704-1055
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火･水

皆川宗徳
水戸黄門第43部
最終回最終話に
水戸藩士役にて出演



私たちと一緒にサロンで企画をつくったり、企画に参加して手伝ってくれるボランティアスタッフさんを募集し

ています‼ 地域交流サロン縁（えにし）は、この春に開設したばかりの出来立てホヤホヤのサロンです。地域の

方ならどなたでも来て頂けるような居場所づくりを目指して開設しました。毎月、健康体操・おやつ作り・ラン

チ会・町内清掃活動などを行っております。ぜひ、見学にいらしてください。

●日時／火・土曜日 ： ～ ：

●場所／札幌市清田区清田 条 丁目 -

●交通機関／地下鉄東西線「南郷 丁目駅」、地下鉄東豊線「福住駅」より中央バス「清田 条 丁目停留所」

より徒歩 分。

●その他／イベントの参加には費用がかかる場合があります。

●お問合せ／NPO法人ボランティア杜の家 地域交流サロン縁（えにし） 担当：高野>

TEL： - - ホームページあり

がん患者の遺族会「なのはなの会」を９月７日から始めます。家族は“第２の患者”とも言われ「愛する家族を

失うかもしれない」と辛い思いを抱えつつ、患者を支えなければなりません。そして、大切な人を失った後も、

のこされた者の悲しみは消えるものではなく、悩みや不安を抱えながら生活されている遺族も多いと思います。

このような遺族も、同じ立場の人たちと語り合うことで、少しでも悩みや不安を解消することができれば、希望

をもって明日へと立ち向かうことができるのではないでしょうか。あなたと知り合うことで、あなたとお話でき

たことで励まされる人もいるでしょう。

●日時／第 金曜日 ： ～ ：

●場所／市民と共に創るホスピスケアの会事務所（札幌市中央区南 条西 丁目 - レーベンビル Ｆ）

●その他／無料。申込不要。当日直接会場にお越しください。参加できるのはがん患者遺族の方のみです。

●お問合せ／NPO法人市民と共に創るホスピスケアの会

メール shimin-hospice＠nifty.com TEL・FAX： - - ブログあり

サロン運営ボランティアスタッフ募集

がん患者遺族の会参加者募集
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NPO法人会計基準では、受取会費は、現実に入金した時

に収益とすることを原則としています。しかし、次年度分

の会費を受け取った場合には、現金等XXX円／前受会費（負債）

XX円とし、次年度に、前受会費XX円／受取会費XX円と振替仕訳

をします。但し、その前受会費の金額が僅少な場合や入会時や新

会計年度が始まる前に次年度の会計期間に係る会費を継続的に受

け取っているような場合には、入金時に全額を受取会費として収

益に計上することも重要性の観点からも許容されることでしょ

う。（NPO法人会計基準の詳細⇨http://npokaikei.info/）

瀧谷和隆（瀧谷和隆税理士事務所 apitakiya＠aol.com)

会員から次年度分の会費を入

金した場合には、決算にて貸

借対照表に前受会費（負債）として計上

しなければなりませんか？

A
 

Q



喫茶店を経営しながら、引きこもりの方の支援をしています。経理作業をしてくださるボランティアを募集しま

す。使用ソフトはNPO法人用の会計王です。パソコンを使え、簿記３級程度の知識があり、なるべく近くにお住

まいで、NPOの活動に関心のある方、そして喫茶店で引きこもりの人たちとお話しをしてくれる方を募集します。

性別年齢問いません。私たちの活動についてはホームページをご参照ください。

●日時／週 ～ 回 ： ～ ：

●場所／楽しいモグラクラブ（札幌市北区北 条西 丁目 - - ）

●その他／交通費を一日上限 円までお支払いします。

●お問合せ／NPO法人楽しいモグラクラブ 担当：平田>

メール mail＠mogura-club.net TEL・FAX： - - ホームページあり

釧路の市民団体「COMらっど」は、性同一性障害を有する当事者である虎井まさ衛氏を招いた講演と、小学生か

ら教師までを対象にしたDVD（「いろんな性別～LGBTに聞いてみよう ～」）の上映を日本全国の学校で行いま

す。札幌でも開催するため、会場準備や片付けを当日お手伝いしてくださる方を募集中です。なお、観客として

お越しくださる方もお待ちしています（参加費1,000円）。上映会終了後、虎井まさ衛氏やCOMらっどへの公開

質問会を行いますので、性同一性障害についてご質問・ご相談のある方は開催前日までにご連絡下さい。

●日時／ 月 日(土）。受付 ： ～、講演 ： ～ ： 、上映会 ： ～ ： のため、当日 ： ～

： まで都合のつく方。

●場所／かでる 会議室（札幌市中央区北 条西 丁目）

●交通機関／JR「札幌駅」・地下鉄「さっぽろ駅」 番出口>より徒歩 分。

●お問合せ／COMらっど 担当：工藤>

メール comrade.e＠hotmail.co.jp 携帯： - - ホームページあり

経理作業のボランティア募集

イベント「いろんな性別～性同一性障害と学校生活」のお手伝い
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ハンド・フットケア初心者用基礎講座教室
オイルを使って、温めた手で利用者の手足をさすり、なでてあげる優しい手技です。
※社会福祉施設に勤務する看護師を対象に講義経験有。(平成21年度北海道社会福祉協議会主催)

講習内容／⑴アロマの香りで足浴 ⑵角質ケア及び爪のケア

⑶オイルを使ってぬくもりのマッサージ ⑷温タオルでの手足のケア

日 時／毎月第２・第４土曜日 13：00～15：00（２時間／回 ５回）

受講料／38,000円（教材・修了証書代含む）

会 場／札幌市中央区南２条西６丁目狸小路プラザハウス２階

ぬくもり
のケア

NPO法人日本ヒーリングケア協会 ヒーリングケアスクール札幌 代表：男沢(おざわ)千恵子
Eメール ozawa-mt＠etude.ocn.ne.jp 携帯：090-2877-5876 FAX：011-824-3844
札幌市中央区南２条西６丁目狸小路プラザハウス２階 ホームページ http://sapporo.jhca.net/

札幌教室に来る時間がない方に
朗報 ２日間の集中講座も受け
付けています。貴方の職場に出
張講習いたします。北海道内ど
こにでも、お伺いします。詳細
はお問い合わせください。



日時／9月8日(毎月第２土曜日）13：30～15：00
場所／SMBC コンシューマーファイナンス株式会社

プロミス札幌お客様サービスプラザ(狸小路4丁
目)地下鉄「大通駅」ポールタウン「狸小路４･５･
６･７丁目出口」より徒歩２分。

参加費／300円。飲み物・茶菓子付
参加方法／２日前までに要予約。６～10人で開催。
メール volunavi＠npohokkaido.jp

 
TEL：011-242-2042（会場はプロミスTEL011-231-8771）

場 所 おおぞら町内会館（手稲区西宮の沢２条５丁目7-1)

日 時 第４日曜日 13：00～15：00

参加費 無料

対 象 おおぞら町内会の会員の方

連絡先 TEL：011-684-7671（春木）

みんなのお茶の間

誰でも気軽に立ち寄っておしゃべりができる「地域のお

茶の間」は、集まった人たちとおしゃべりをしたり、ゲー

ムや料理などをしながら、一緒に楽しい時間を過ごすこ

とができるスペースです。

ホームページで札幌市内を中心に、300ヶ所を紹介中

お年寄り・子ども・障がいのある方など、誰もが区別

なく自由に集い、交流して憩う場として2010年から毎

月開催しています。１月はお年玉と称してゲームをし、

ささやかな景品を出したり、６月は花見でビール（発

泡酒）を販売、12月はクリスマスでささやかなケーキ

を出したりしました。普段は参加者同士の気楽なお

しゃべりを中心に、生活体操及びかんたんストレッチ、

輪投げゲームやカラオケ、頭の体操を兼ねた漢字パズ

ルなどをしています。時には、マジシャンを呼んだマ

ジックショーを開催したり、綾小路きみまろ・稲川淳

二の怖すぎるお話のDVD などを鑑賞して楽しんでい

ます。

参加者で多いのは60～70代で、男性約６人、女性約10

人です。マジックショーには、子どもやその親ごさん

約40人も参加してくれました。参加者からは時々、お

菓子や軽食の差し入れがあり、笑顔と笑い声の絶えな

い明るい雰囲気です。「付き合いのない方ともお話する

機会ができて、良い憩いの場になる」（50代女性）など

の声をいただいています。テーブルにみんなが向かい

合って座り、お菓子を食べたり、お茶やコーヒーを自

由に飲みながら過ごしています。時間内入退室は自由

です。ぜひ気軽に寄り合い、「ご近所さん」との交流を

深めて明るく安心な地域にしましょう。
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７月14日のボラナビカフェは、リピーターの方を中心に16人で開催しました。この日は節電につい
ての「原発停止中の節電は本当に必要なのか」という問題提起から始まりました。「電球を変えると、
電気代が節約できた」「ライフスタイルを一から考え直してみるべきだ」「家電製品も新しいもののほ
うが節約になる」「特別なことはしていない」という意見がありました。また原発については、「北海
道は東京より反対の声が小さいのでは」「80年代のチェルノブ
イリ原発事故を振り返ることも必要」という意見が出ました。
この他、ボランティアについて、仕事で訪れた被災地で思った
こと、建設業について抱くイメージ、就職活動、悩んでいる人に
どう接するか、学校教育の現状と大人としての責任など多くの
テーマについて話し合いました。（ボラナビ倶楽部 高山大祐)
※月寒あんぱん本舗株式会社ほんま様より茶菓子の提供あり。

活
動
期
間
と
頻
度
の
目
安
を
書
く
べ
き
だ
っ
た
。
毎
回
参
加
す
る

必
要
が
あ
る
と

誤
解
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

次
年
度
以
降
も
実
施
予
定
な
の
で
、

ま
た
掲
載
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

単
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
以
上

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
。
数
人
は
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
掲
載
を
続
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の

団

体
を
知
っ
て
い
た
だ
く
効
果
も
期
待
し
て
い

る
。
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情報 掲載
方 意見、

感想 紹介
。

月刊ボラナビの配置先 (今月は札幌市厚別区をご紹介)ボラナビは毎月25日に約1,000ヶ所に配置しています。

●札幌市 ■厚別区 北星学園大学／コープさっぽろ ひばりが丘店／スーパー JOY厚別店／ホクレンショップ ひばりが丘店／

マックスバリュ 森林公園店／マックスバリュ 厚別東店／マックスバリュ 厚別店／ダイエー 新さっぽろ店／ごまそば鶴喜 大谷地

店／札幌信用金庫 新札幌支店／北海道銀行（大谷地支店・新さっぽろ支店・平岡パーク出張店）／札幌日産自動車㈱ 新さっぽろ店／

Honda Cars札幌 厚別中央通店／北海道エネルギー㈱ 厚別通西／北海道エネルギー チャレンジ新札幌／北海道エネルギー 大谷地／

北海道エネルギー セルフベニータウン／JR厚別駅／JR新札幌駅／北電札幌東支店／厚別区社会福祉協議会／厚別区図書館／厚別区

民センター／厚別区役所／厚別西地区センター／厚別南地区センター／びっくりドンキー（新札幌デュオ店・ひばりヶ丘店）／厚別中

央まちづくりセンター／厚別南まちづくりセンター／厚別西まちづくりセンター／もみじ台まちづくりセンター／青葉まちづくりセ

ンター／厚別東まちづくりセンター／厚別体育館／厚別温水プール／紀伊国屋書店 厚別店／ニトリ 新さっぽろ店

その他の配置先は、ボラナビホームページでご覧ください。

※配置にご協力いただいている皆さま、ありがとうございます。 札幌市内の小中学校と北海道内の社会福祉協議会にも配付しています。
遊佐新聞販売株式会社様、有限会社北海道新聞中田専売所様のご協力で、札幌市の一部地域で北海道新聞に折り込み配布をしています。



■ボラナビモバイル

QRコード対応携帯のみ

ボラナビ倶楽部への

お振り込みは

■ゆうちょ銀行(郵便振替)

02700-1-5671

■北洋銀行北七条支店

(普)3662056

■北海道銀行札幌駅北口支店

(普)0816050

■北海道労働金庫道庁支店

(普)3153060

●口座名：ボラナビ倶楽部

■クレジットカードによる支払い

も可能です。詳細はボラナビの

ホームページでご確認ください。

種 類 サイズ（天地×左右) 料 金

Ｓサイズ（企業・行政) 50mm× 76mm 31,500円

Ｍサイズ（企業・行政) 50mm×157mm 63,000円

Ｍサイズ（NPO・NGO) 50mm×157mm 5,250円

Ｌサイズ（NPO・NGO) 100mm×157mm 10,500円

無料掲載（NPO・NGO)
サイズの希望は受けられません。
また、誌面の都合により掲載でき
なくなる場合があります。

無 料

裏 表 紙 50mm×157mm 105,000円

バナー広告 60ピクセル×120ピクセル
52,500円

(1,750円/日)

「支援してくださった方々」欄 お名前のみ 10,500円(※)

■情報掲載料金（各１号につき）

ボラナビ倶楽部を支援してくださった方々 (マミム順)

森田雄二様

遊佐新聞販売株式会社様

株式会社ラルズ様

株式会社アイワード様

株式会社HBA様

小林英征様

札幌信用金庫様

城宝和茂様

進藤芳彦様

生活クラブ生活協同組合様

竹岡琢未様

株式会社土屋ホーム様

寺岡ファシリティーズ株式会社様

富永マサ子様

中道リース株式会社様

株式会社ニトリホールディングス様

匿名希望者様

北雄ラッキー株式会社様

北海道銀行様

北海道新聞社様

有限会社北海道新聞中田専売所様

■
発
行
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倶
楽
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w
w
.npohokkaido.jp /volunavi /

■
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ー
ル
ア
ド
レ
ス

volunavi ＠
npohokkaido.jp

※寄付金としての拠出なら消費税は不要です。

●前払いでお願いいたします。

●「制作済みの版下」またはテキストをご提出ください。写真やイラストも掲載できます。

まずはご連絡ください。TEL・FAX 011-242-2042
●ボラナビ倶楽部のホームページ（ボラナビ・サーチ）への情報掲載は無料です。

■定期購読のご案内

各号１部(１年間)………3,150円 ボラナビ倶楽部までご連絡ください。

基金

を利用

寄付金について

月刊ボラナビの発行は、企業や個人の方々からの寄付金でまかなわれています。10,000円以上の寄付金や、この

欄への10,500円の寄付広告をいただいた際は、お名前をご紹介しています。また、札幌市のさぽーとほっと

p市市民ま

してボラナビに寄付をすると、個人なら所得税及び住民税の寄付金税額控除、法人なら全額損金算入が可

能です。問 札幌 himiちづくり局TEL：011-211-2964 メール s  city n-support＠ ppor.sa  j o.

刊
9
月
号

月
こ
の
印
刷
物
は
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境
に
や
さ
し
い

「
植
物
油
イ
ン
キ
」を

使
用
し
て
い

ま
す
。


